
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えんだより 

キラキラ ６月 ２０２１年６月１日 

社会福祉法人尚徳福祉会 

保土ケ谷保育園 

 

 雨の多い季節がやってきました。新園舎になり、3階ホールや玄関ホールなどスペースが増えたため、雨

の日でも遊べる場所が多くなりました。様々な工夫をしながら、梅雨の時期も楽しく過ごしていきたいと

思います。 

 5 月には大型連休がありましたが、新入園児の子どもたちも保育園のことを覚えてくれたようで、連休

明けは入園時のように泣くことはありませんでした。保育園の職員とも「愛着関係」が育まれているよう

で、大変嬉しく思います。「ここは安心できる場所」と子どもたちにも、保護者の方にも、感じていただけ

るように頑張っていきたいと思います。 

 この時期は午睡の時間も様々で、早く起きてしまった子どもたちは 3 階のホールに遊びに行きます。年

長さんが遊んでいる所へ、小さいお友だちが遊びに行くと、保育者と一緒に、面倒を見てくれます。 

なぜか、お兄さんお姉さんには人見知りをしない子どもたち・・・不思議ですね。 

 先日、４，５歳児クラスで、「油壷マリンパーク」に遠足に行きました。 

出かける前から、図鑑や絵本で魚の種類を調べたり、大きな模造紙に魚の絵を 

描いたりして楽しみにしていたので、水族館で実際に泳ぐたくさんの魚を見た 

子どもたちは目を輝かせ、大興奮でした。この活動にも、「自立心」「協同性」 

「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思考力の芽生え」 

「自然との関わり・生命尊重」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」 

とたくさんの育ちにつながる要素が含まれています。           

 

 

4 日（金）英語 

18 日（金）英語 

23 日（水）幼児集会 

24 日（木）避難訓練 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、体調不良の場合は無理な登園を避

け、医師の指示に従ってください。 

保護者の方も体調不良時の送迎はご遠

慮ください。（玄関で対応致します） 

＜ミニ畑作り＞ 

 

幼児クラスがプランターを使って、野菜を植えました。な

す、おくら、きゅうり、ピーマン。毎日順番に水やりを行

い観察して、成長していく様子を楽しみにしています。 

野菜を栽培することも、食育につながります。「食」は子

どもが豊かな人間性を育み、生きる力を身に付けていくた

めに、また、子どもの健康増進のために重要です。自然の

恵みとしての食材について、生産から消費までの一連の食

の循環や、食べ物を無駄にしないことについての配慮に意

識を持てるように、そして、生命を大切にする気持ちなど

も育まれていきます。 

おいしい野菜がたくさん収穫できるといいですね。 

 

 


